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なぜ、音楽活動だけでなく
平和活動もしているのか
　小学生の頃、隣りの家で凄惨な事件が起こった。 
沖縄戦とその後のアメリカ統治下での生活苦が影
響し、毎日酒浸りになっていたおじさんがいた。酒
浸りの姿に悩んだそのおじさんの妻が精神を病ん
でしまい自らの子を殺めてしまった。
　そのような悲劇的な事件が起きたにも関わらず
毎日陽気に酒を求めていくおじさんの姿を見て、戦
争がなければこのような悲劇は生まれなかったと
思った。戦争はあってはならない。平和を追求しな
ければならないという想いが私の平和活動の原点
になった。
　その酒浸りのおじさんの姿を見て作った曲が「は
いさいおじさん」である。
　そして20代の頃、林世功、謝名利山、謝花昇など、
薩摩による琉球侵攻や琉球処分後の沖縄が受けた
不条理に対して戦い続けた先人達がいたことを
知って深く感銘を受けた。
　ちょうどその頃、アメリカ施政下での圧制や軍
人、軍属による犯罪が後を絶たない中で、コザ市（現
沖縄市）で、ウチナーンチュの不満が爆発して米軍
人車両や施設の焼き討ち等の事件、コザ暴動が起
こった。 その時に、ウチナーンチュと一緒に加わっ
たのがアフリカ系アメリカ人達であった。アメリカ
では1960年代マーティン・ルーサーキングやマル
コムXなどが黒人社会の差別や不条理に対して戦
い、公民権運動が活発であった。そのことも背景に、
アフリカ系アメリカ人のコザ暴動へのウチナーン
チュへの加勢は心打たれるものがあった。

　私もウチナー
ンチュとしての
権利や沖縄の真
の平和を作るた
めの行動をしな
ければならない
という気持ちが
一つにあった。

西田昌司参議院議員発言について
　西田氏は「配慮が足りなかったが言ったことは間
違いがない」と言っているが、それは彼の中に東京裁
判史観はおかしいと言う考えがあるからだ。
　日韓併合、満州事変、日中戦争、そして太平洋戦争、
第二次世界大戦へと突入していった。それらの歴史
への総括をせずに、日本軍が沖縄で行った残虐な行
為の事実を歪める発言はおかしい。

戦後80年を迎え、今我々がなすべきこと
　日本は戦後80年戦争のない国であったが、その間
日本は新しい戦争の準備をしていないか。世界では
隣国同士の緊張化や紛争、戦争が多発的に起こって
いる。とても心配だ。

「白船計画」 ホピ族とイロコイ連邦にて

インタビュアー 喜屋武功委員長

　昔の沖縄の言葉に、唐やくば傘、大和は馬のちま
ぐ一（蹄：ひづめ）、ウチナーは針のさち（先端）とあ
る。 針の先の存在として、世界の分断された地域を
縫い合わせていく。縫い合わすと言うのはまさに外
交で、 沖縄は武器を持たない琉球と言う王国であっ
た。だからこそ、沖縄が世界に平和を発信する力と価
値があり、沖縄の人々こそが平和の使者としての重
要で特別な取組みが出来るといえる。沖縄文化から
政治を変えることが出来ると言える。

用語説明
※白船計画とは、マシュー・ペリー率いる米国海軍艦隊
「黒船」が神奈川県の浦賀に来航し、軍事力を誇示し
て日本に開国を迫ったことの裏返しとして、１９９８年に
喜納昌吉氏が主導し沖縄から平和を訴える「白船計
画」として、バスツアーで北米大陸を横断しながらネ
イティブアメリカンの居留地を訪ねた。イロコイ連邦
（6つのインディアン部族により構成された部族国家
集団）やニューヨーク国連本部などで平和コンサート
を開いた。
※ホピ族とは、アメリカンインディアンの部族でアリゾナ
州北部に居住しており「平和の民」を意味する。

　世界には多くの宗教、聖者がいるのに人類をまと
めることが出来ていない。一方で悪魔といわれる者
達は、恐怖と恐れを使って人類を一つにまとめてい
る。核兵器もその一つだ。善なる者達が恐怖と恐れに
光を当て一つにまとまれば必ず平和は訪れる。
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原点

戦後80年特別企画

きな しょうきち

平和

喜納昌吉

への道しるべ

ルーツは北中城村比嘉

※喜納昌永：沖縄の民謡歌手で戦
　後民謡の黄金期を築いた。沖縄
　民謡の工工四（沖縄の三線で使
　われる楽譜）を著し琉球民謡協
　会の設立にも携わった。

　気が付いたら音楽の世界にいて
13歳の時に「はいさいおじさん」を
作詞作曲した。そして、16歳の時に
沖縄市山里三叉路にある居酒屋の
店先に白黒テレビが置かれており、
東京オリンピックの閉会式が流れ
ていた。太平洋戦争で分断されてい
た世界の国々が手と手を取り合い
歓喜しながら国立競技場内を行進
するその姿を見て感動し自然と涙
が溢れてきた。
　その時に生まれた曲が「花」で
あった。

　屋号は大城（うふぐしく）で、親は
戦前分村前の中城村比嘉地域に住
んでいた。今でいうイオンモール沖
縄ライカムや中部徳洲会病院があ
るエリア。戦後、米軍がこのエリアを
接収しアワセゴルフ場を作ったため
に、沖縄市久保田に移動させられ、
私は久保田で生まれた。

　父の※喜納昌永は民謡歌手で当
時いろんな民謡歌手が家に集って
は唄、三線を奏で民謡の話をしてい
た。

音楽の道に入ったきっかけ

profile
1948年生まれ 沖縄市久保田出
身、音楽家、平和活動家、琉球民
謡を現代風にアレンジしたウチ
ナー・ポップを確立。
喜納昌吉＆チャンプルーズを率
いる。元参議院議員。
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６月定例議会 補 正 予 算
令和７年度一般会計補正予算

　令和７年度第４回６月定例議会は６月６日から１３日までの８日間の会
期で開かれた。議案は、条例の改正、補正予算など議案９件、報告４件、
同意案件１件、発議1件、決議1件、意見書2件など、審議の結果、全会一
致で可決しました。既定の歳入歳出予算の総額に1億2,580万円を追
加で補正し、一般会計歳入歳出予算の総額が96億８８０万円となった。
　尚、令和７年第３回５月臨時議会においては、西田昌司参議院議員の
沖縄戦の実相を歪め、否定する発言に対する抗議決議と米軍関係者
による性暴力事件の再発防止を求める抗議決議と意見書を全会一致
で可決した。

【事業内容】村民劇「比嘉太郎物語～ガジュマルの下で～」は、沖縄移
民の子として1916年にハワイに生まれた移民２世。両親は北中城村島
袋出身で幼少期は島袋の祖父母の元で過ごす。その比嘉トーマス太郎
の生い立ちから沖縄戦で米軍の通訳兵として多くの住民の命を救った
ことなど、比嘉太郎の足跡を綴った村民劇。

※一般質問とは、議員が行政執行機関に対
して政策の提言や政策、予算の説明を
求めたり疑問を質したりする。

補正額
１億

2,580万円

本会議質疑
の模様は
こちらから☟

◆補正予算とは、年度途中で当初の予算に追加や変更になった場合に編成される予算。

気になる

主な事業

予
算
の
使
い
道

■村民劇
　比嘉太郎物語 ６８5万円

６月定例議会一般質問は
６月１０日から１２日の３日間行われ、
１３名中１０名の議員が登壇し行政を
質しました。

1.比嘉悟議員
3.喜屋武功議員
5.比嘉義弘議員
7.比嘉正志議員
9.山田晴憲議員

2.大城律也議員
4.喜屋武すま子議員
6.平安山和美議員
8.上間堅治議員
10.川上龍太議員

■渡口みどり公園利活用検討に係る
　簡易サウンディング調査業務 44万円
民間事業者からの意見を聞き、渡口みどり公園の利活用
を目的とした調査業務。

■重点支援給付金
　（不足額給付） 3,800万円
物価高騰対応重点支援で定額減税について所得額の確
定に伴う不足額の追加支給。

■保育士処遇事業費補助金 342万円
保育士に月5千円を助成する事業。令和7年度当初予算に
計上されず３月議会でも議論になった事業補助金が補正
で組まれた。

比嘉トーマス太郎一般質問の
動画はこちらから

次のページから一般質問
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第３回 北中城村議会
議会報告会・意見交換会
　令和７年６月２７日、北中城村立中央公民館にて３回
目となる議会報告会・意見交換会を開催しました。事
前に募集していた質問も去年を大幅に上回る数が届
くなど、活発な議会報告会が開催できました。

・意見交換会の時間
が短い
・座談会形式でグ
ループ分けしたら
じっくり話せるので
はないか。

【議会報告会開催】

議会活性化委員会
（議会報告会まとめ）

議会活性化委員会
（提言事項の選定）

議会活性化委員会
（提言事項の決定）

議会活性化委員会
（提言書確認）

政策提言までの流れ

村長へ提言書の提出

村民の声を村政へ

令和６年６月に北中城村議会において制
定した議会基本条例で「議会は全議員出席
の下に村民に対して議会の報告の場を年１回
は持ち、議会の説明責任を果たし、村民の声を
聞き議会の活性化を図るものとする。」というこ
とで開催しています。

・女性長寿日本一奪還に向けた取組み
・物価高の中なぜ水道料金値上げか
・地域猫の対策・投票率低下問題
・村民体育館駐車場問題

・保育士待遇問題など

なぜ？
　議会報告会？

議会報告会への事前質問に
 ３８問届きました。

熱心に聞き入る参加者

会場からたくさんの質問が出ました

感想！
を言わせて
　もらいますよ！

島
袋
在
住

喜
屋
武
正
行
さ
ん

仲
順
在
住

比
嘉
清
人
さ
ん

・議員の皆さんが常
任委員会や特別委
員会などに重複し
て所属し、事務組
合派遣議員など、
いろいろな取組み
もしていることを
知った。
・カジマヤー（９７歳）
のお祝いパレード
を復活して欲しい。

瑞
慶
覧
在
住

森
田
眞
喜
子
さ
ん

・とても有意義な議
会報告会でしたが、
１年に数回ほど開
催して欲しい。
・こども食堂への取
組みは行政側から
の助成が必要。社
協も弁当等を配布
しているが場所の
確保も必要。
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６月定例議会 補 正 予 算
令和７年度一般会計補正予算

　令和７年度第４回６月定例議会は６月６日から１３日までの８日間の会
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の生い立ちから沖縄戦で米軍の通訳兵として多くの住民の命を救った
ことなど、比嘉太郎の足跡を綴った村民劇。

※一般質問とは、議員が行政執行機関に対
して政策の提言や政策、予算の説明を
求めたり疑問を質したりする。
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2,580万円
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　比嘉太郎物語 ６８5万円

６月定例議会一般質問は
６月１０日から１２日の３日間行われ、
１３名中１０名の議員が登壇し行政を
質しました。

1.比嘉悟議員
3.喜屋武功議員
5.比嘉義弘議員
7.比嘉正志議員
9.山田晴憲議員

2.大城律也議員
4.喜屋武すま子議員
6.平安山和美議員
8.上間堅治議員
10.川上龍太議員

■渡口みどり公園利活用検討に係る
　簡易サウンディング調査業務 44万円
民間事業者からの意見を聞き、渡口みどり公園の利活用
を目的とした調査業務。

■重点支援給付金
　（不足額給付） 3,800万円
物価高騰対応重点支援で定額減税について所得額の確
定に伴う不足額の追加支給。

■保育士処遇事業費補助金 342万円
保育士に月5千円を助成する事業。令和7年度当初予算に
計上されず３月議会でも議論になった事業補助金が補正
で組まれた。

比嘉トーマス太郎一般質問の
動画はこちらから

次のページから一般質問

〈5〉



　い
ざ
と
い
う
と
き

に
頼
り
に
な
る
の
は

自
治
会
で
あ
る
。自
治
会

が
あ
る
か
ら
行
政
が
う
ま

く
運
用
で
き
る
。地
域
資

源
で
あ
る
自
治
会
と
行
政

の
関
係
、村
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
関
す
る
施
策
を

実
施
す
る
際
に
、自
治
会
を

通
じ
て
実
施
し
て
い
る
も

の
が
非
常
に
多
い
。コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
策
の
推
進
に
は

自
治
会
と
の
連
携
は
欠
か

せ
な
い
。し
か
し
自
治
会

に
お
い
て
は
、高
齢
化
に

加
え
て
自
治
会
加
入
率
の

減
少
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。担
い
手
不

足
、財
政
面
が
不
安
定
な

状
況
で
、活
動
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。行
政
か
ら

の
支
援
に
つ
い
て
活
動
活

性
化
支
援
、行
政
補
助
金

の
見
直
し
、新
た
な
補
助

金
の
創
設
な
ど
、伴
走
型

用
語
説
明

※
自
治
会
育
成
交
付
金
と
は
、自
治
会
等
が
地
域
社
会
の
維
持
発
展
の

上
で
基
礎
的
な
活
動
を
行
い
、か
つ
住
民
自
治
の
主
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、そ
の
活
動
の
活
性
化
及
び
組
織
の
育
成
を
通

じ
て
、地
域
の
自
立
を
図
る
観
点
か
ら
交
付
す
る
も
の
で
す
。

問

の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　自
治
会
運
営
は
地

域
社
会
の
基
盤
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。今
後
の
運
営

に
お
い
て
、地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
柔
軟
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。少

詳細は
動画から
チェック!

答大城 律也　議員
おおしろ　りつや

区民の元気は自治会の活力!!

・どんな音楽が好き　　
クラシック音楽

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
ステーキ

行政からの伴走型の支援を求める
村長　助成制度や地域振興の情報提供を行う

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が

進
む
中
で
、自
治
会
が
持

続
可
能
な
形
で
機
能
す
る

た
め
に
、行
政
と
の
連
携

は
不
可
欠
で
あ
る
。自
治

会
が
円
滑
な
運
営
が
で
き

る
よ
う
に
、自
治
会
活
動

に
必
要
な
資
金
を
助
成
す

る
制
度
や
地
域
振
興
に
関

す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　自
治
会
の
元
気
は

行
政
の
活
力
源
で
あ

る
。現
在
、村
内
に
は
14
の
自

治
会
が
あ
る
。自
治
会
と
い

う
形
態
は
運
営
に
余
裕
の

あ
る
自
治
会
と
チ
ャ
ー
ス

ガ
ヤ
ー
と
い
う
自
治
会
が

あ
る
。形
態
は
一
緒
で
も
、そ

の
内
情
は
全
く
異
な
る
組

織
で
あ
る
。自
治
会
の
財
政

基
盤
の
支
援
は
、自
治
会
育

成
交
付
金
に
関
し
て
も
税

金
徴
収
の
実
績
で
な
く
、自

治
会
ご
と
の
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
て
、柔
軟
な
使
い

や
す
い
補
助
金
制
度
に
見

直
し
、財
政
基
盤
の
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
る
。村
民

税
等
の
徴
収
責
任
者
は
村

行
政
に
あ
る
。

問 自
治
会
育
成
交
付
金
補

助
金
制
度
の
見
直
し
を

　平
成
19
年
に
※
自
治

会
育
成
交
付
金
交
付

規
則
が
制
定
さ
れ
、そ
の

中
で
固
定
資
産
税
と
個
人

住
民
税
、国
保
税
の
徴
収

率
に
応
じ
た
助
成
費
の
規

定
が
あ
る
。さ
ら
に
国
保

税
の
納
付
率
に
応
じ
健
康

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
助
成
金
を

支
給
し
て
い
る
。自
治
会

加
入
率
や
会
員
数
等
に
応

じ
て
交
付
金
を
交
付
す
る
規

定
に
な
っ
て
い
な
い
が
、他

の
自
治
体
の
交
付
内
容
も

参
考
に
、必
要
に
応
じ
検

討
し
た
い
。

答
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今
後
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
情
報
発
信
を
し

て
い
き
た
い
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効

果
だ
け
で
な
く
、全

国
各
地
か
ら
観
光
客
の
取

組
も
重
要
だ
と
思
う
が
。

　
ご
指
摘
の
と
お

り
、日
本
各
地
か
ら

の
観
光
客
の
取
組
も
重
要
。

　
こ
れ
ま
で
村
独
自

の
お
土
産
等
の
開
発

は
。村
の
収
入
に
繋
が
る
お

土
産
の
開
発
も
必
要
だ
と

思
う
が
。

　
検
討
し
た
経
緯
は
あ

る
が
、商
品
化
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
。観
光
協
会
等

に
委
託
し
て
、利
益
を
得
る
と

い
う
こ
と
は
十
分
可
能
。

暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。村
民

が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ

う
な
対
策
を
望
む
が
。

　
防
衛
局
と
は
頻
繁
に

会
合
を
持
っ
て
い
る
。

村
民
に
負
担
が
か
か
ら
な
い

よ
う
尽
力
す
る
。

　
沖
縄
県
か
ら
唯
一
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
は
。

　
県
か
ら
の
推
薦
も
あ

り
、本
村
の
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
発
信
す
る
貴
重
な

機
会
と
捉
え
、参
加
を
希
望
し

た
。

　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
、万
博
関
連
の
掲
載
は
。

　
事
業
を
進
め
る
中

で
、必
要
と
判
断
し
た

場
合
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
令
和
５
年
度
の
将

来
交
通
量
推
計
、令
和

６
年
度
の
計
画
案
修
正
作
業

の
結
果
は
。

　
那
覇
か
ら
の
降
り
口

を
中
心
に
４
分
の
３
イ

ン
タ
ー
で
の
整
備
が
効
果
的

で
、幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
案
を

検
討
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

内
喜
舎
場
住
宅
地
区

の
一
部
、約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

は
家
族
住
宅
が
完
成
し
な

い
と
返
還
さ
れ
な
い
の
か
。

　
そ
の
よ
う
に
説
明
を

受
け
て
い
る
。

　
住
宅
が
完
成
す
る

と
、沢
山
の
家
族
が

　
多
目
的
交
流
施
設

に
つ
い
て
、防
衛
局
と

施
設
内
容
の
見
直
し
、調

整
、検
討
の
内
容
は
。

　
初
期
の
目
的
を
逸
脱

し
な
い
範
囲
で
規
模
の

縮
小
、機
能
や
設
備
の
分
散
な

ど
を
協
議
し
て
い
る
。

　
分
散
と
の
協
議
も

あ
る
が
、老
朽
化
の

中
央
公
民
館
建
て
替
え
と

一
緒
に
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
両
方
含
め
て
検
討
し

て
い
る
。

用
語
説
明

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
と
は
、地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
や

施
設
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、民
間
の
事
業
者
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ア
や

意
見
を
聞
く
た
め
に
行
わ
れ
、公
式
に
外
部
に
示
す
こ
と
で
、民
間
事
業

者
の
参
入
意
欲
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
。

詳細は
動画から
チェック!

答答

答

比嘉 悟　議員
ひが さとる

多目的交流施設（仮称）の
建設予定地

問問

・どんな音楽が好き　　
ケツメイシ

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
中味汁

問問 多
目
的
交
流
施
設
、中
央
公
民
館
の

建
て
替
え
と
一
緒
に

村
長
　
両
方
含
め
て
検
討
し
て
い
る

　
民
間
の
事
業
所
か

ら
意
見
を
聞
く
※
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
。

答

問

答

問 喜
舎
場
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化

大
阪
関
西
万
博

参
加
の
経
緯
は

問

問問

問 答 答

答答答
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　い
ざ
と
い
う
と
き

に
頼
り
に
な
る
の
は

自
治
会
で
あ
る
。自
治
会

が
あ
る
か
ら
行
政
が
う
ま

く
運
用
で
き
る
。地
域
資

源
で
あ
る
自
治
会
と
行
政

の
関
係
、村
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
関
す
る
施
策
を

実
施
す
る
際
に
、自
治
会
を

通
じ
て
実
施
し
て
い
る
も

の
が
非
常
に
多
い
。コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
策
の
推
進
に
は

自
治
会
と
の
連
携
は
欠
か

せ
な
い
。し
か
し
自
治
会

に
お
い
て
は
、高
齢
化
に

加
え
て
自
治
会
加
入
率
の

減
少
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。担
い
手
不

足
、財
政
面
が
不
安
定
な

状
況
で
、活
動
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。行
政
か
ら

の
支
援
に
つ
い
て
活
動
活

性
化
支
援
、行
政
補
助
金

の
見
直
し
、新
た
な
補
助

金
の
創
設
な
ど
、伴
走
型

用
語
説
明

※
自
治
会
育
成
交
付
金
と
は
、自
治
会
等
が
地
域
社
会
の
維
持
発
展
の

上
で
基
礎
的
な
活
動
を
行
い
、か
つ
住
民
自
治
の
主
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、そ
の
活
動
の
活
性
化
及
び
組
織
の
育
成
を
通

じ
て
、地
域
の
自
立
を
図
る
観
点
か
ら
交
付
す
る
も
の
で
す
。

問

の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　自
治
会
運
営
は
地

域
社
会
の
基
盤
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。今
後
の
運
営

に
お
い
て
、地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
柔
軟
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。少

詳細は
動画から
チェック!

答大城 律也　議員
おおしろ　りつや

区民の元気は自治会の活力!!

・どんな音楽が好き　　
クラシック音楽

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
ステーキ

行政からの伴走型の支援を求める
村長　助成制度や地域振興の情報提供を行う

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が

進
む
中
で
、自
治
会
が
持

続
可
能
な
形
で
機
能
す
る

た
め
に
、行
政
と
の
連
携

は
不
可
欠
で
あ
る
。自
治

会
が
円
滑
な
運
営
が
で
き

る
よ
う
に
、自
治
会
活
動

に
必
要
な
資
金
を
助
成
す

る
制
度
や
地
域
振
興
に
関

す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　自
治
会
の
元
気
は

行
政
の
活
力
源
で
あ

る
。現
在
、村
内
に
は
14
の
自

治
会
が
あ
る
。自
治
会
と
い

う
形
態
は
運
営
に
余
裕
の

あ
る
自
治
会
と
チ
ャ
ー
ス

ガ
ヤ
ー
と
い
う
自
治
会
が

あ
る
。形
態
は
一
緒
で
も
、そ

の
内
情
は
全
く
異
な
る
組

織
で
あ
る
。自
治
会
の
財
政

基
盤
の
支
援
は
、自
治
会
育

成
交
付
金
に
関
し
て
も
税

金
徴
収
の
実
績
で
な
く
、自

治
会
ご
と
の
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
て
、柔
軟
な
使
い

や
す
い
補
助
金
制
度
に
見

直
し
、財
政
基
盤
の
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
る
。村
民

税
等
の
徴
収
責
任
者
は
村

行
政
に
あ
る
。

問 自
治
会
育
成
交
付
金
補

助
金
制
度
の
見
直
し
を

　平
成
19
年
に
※
自
治

会
育
成
交
付
金
交
付

規
則
が
制
定
さ
れ
、そ
の

中
で
固
定
資
産
税
と
個
人

住
民
税
、国
保
税
の
徴
収

率
に
応
じ
た
助
成
費
の
規

定
が
あ
る
。さ
ら
に
国
保

税
の
納
付
率
に
応
じ
健
康

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
助
成
金
を

支
給
し
て
い
る
。自
治
会

加
入
率
や
会
員
数
等
に
応

じ
て
交
付
金
を
交
付
す
る
規

定
に
な
っ
て
い
な
い
が
、他

の
自
治
体
の
交
付
内
容
も

参
考
に
、必
要
に
応
じ
検

討
し
た
い
。

答
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※
日
米
地
位
協
定

は
、１
９
６
０
年
１
月
、新

日
米
安
全
保
障
条
約
と
と

も
に
調
印
さ
れ
た
。協
定
は

米
軍
が
日
本
に
駐
留
で
き
る

よ
う
に

①
基
地
の
使
用

②
米
軍
の
演
習
や
行
動
範
囲

③
経
費
負
担

④
米
軍
関
係
者
の
身
体
の

　
保
護

⑤
税
制・通
関
上
の
優
遇
措
置

⑥
生
活
な
ど
に
関
す
る
諸

　
権
利

を
保
障
し
て
い
る
。在
日
米

軍
は
、日
米
地
位
協
定
を

根
拠
に
沖
縄
国
際
大
学
に

お
け
る
米
軍
機
の
墜
落
事

故
、東
村
高
江
の
民
有
地

で
沖
縄
国
際
大
学
に
墜
落

し
た
の
と
同
型
の
ヘ
リ
が
不

時
着
、炎
上
し
た
事
故
な
ど

数
多
く
発
生
し
て
い
る
。ま

た
女
性
へ
の
性
暴
力
事
件
等

も
繰
り
返
し
起
き
て
い
る
。

い
る
壁
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板

で
設
置
す
る
も
の
。設
置
す

る
高
さ
が
地
面
か
ら
約
3

メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
設
置

し
た
場
合
25
万
円
、2
階
以

上
の
壁
に
つ
け
る
場
合
ク

レ
ー
ン
を
用
い
て
の
設
置
に

な
る
。併
せ
て
庁
舎
の
構
造

が
強
風
に
当
た
る
た
め
、堅

牢
な
看
板
を
作
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
か
ら
1
0
0
万

円
単
位
の
金
額
が
か
か
る

と
の
こ
と
で
見
積
も
り
自
体

を
徴
し
て
い
な
い
。

　風
雨
に
耐
え
ら
れ

る
看
板
で
あ
っ
て
決

し
て
高
額
な
も
の
を
想
定
し

て
い
な
い
。日
米
地
位
協
定

の
改
定
は
、村
民
が
安
心
で

安
全
な
日
々
が
送
れ
る
平
和

な
社
会
、子
ど
も
た
ち
に
平

和
を
つ
な
げ
る
活
動
を
す
る

こ
と
が
看
板
を
設
置
す
る
目

標
で
あ
る
。看
板
は
思
い

用
語
説
明

※
日
米
地
位
協
定
と
は
、米
軍
に
対
す
る
施
設
・
区
域
の
提
供
手
続

き
、我
が
国
に
い
る
米
軍
や
こ
れ
に
属
す
る
米
軍
人
軍
属（
米
軍
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
軍
人
以
外
の
米
国
人
）、更
に
は
そ
れ
ら
の
家
族

に
関
し
、出
入
国
や
租
税
、刑
事
裁
判
権
や
民
事
請
求
権
な
ど
の
事

項
に
つ
い
て
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
。

問

つ
き
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な

く
、協
定
を
見
直
さ
な
け
れ

ば
沖
縄
が
戦
場
に
な
り
か
ね

な
い
。看
板
の
設
置
は
、い
つ

頃
予
定
し
て
い
る
か
。

　設
置
す
る
看
板
に

よ
っ
て
時
期
が
異
な

る
。次
年
度
予
算
に
計
上
は

可
能
と
思
う
。明
確
な
設

置
時
期
は
答
え
ら
れ
な
い
。

　
日
米
地
位
協
定
の
看
板

の
設
置
に
つ
い
て
幾
度
と

な
く
要
望
し
た
が
未
だ
に

実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。当

局
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

　看
板
設
置
は
、多

額
の
費
用
が
か
か
る

の
で
財
政
状
況
を
鑑
み
な

が
ら
今
あ
る
懸
垂
幕
を

使
っ
て
、５
月
15
日「
沖
縄
本

土
復
帰
」、6
月
23
日「
慰
霊

の
日
」の
節
目
や
記
念
日
に

数
週
間
役
場
第
2
庁
舎
に

設
置
し
て
い
る
。

　
常
設
の
看
板
設
置

に
は
、多
額
の
費
用

が
か
か
る
と
の
答
弁
だ

が
ど
れ
く
ら
い
想
定
し
て

い
る
の
か
。

　一
番
安
価
な
も
の

で
設
置
場
所
が
水
道

課
と
第
2
庁
舎
を
隔
て
て

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答

問

問

垂れ幕から看板設置を求める

日米地位協定改定の看板の設置を
村長　明確な設置時期は答えられない

■
そ
の
他
に
、寝
た
き
り
老

人
等
に
お
む
つ
代
の
一
部
助

成
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ラ
イ
カ
ム
自
治
会
の
発
足
に

つ
い
て
も
質
問
を
し
ま
し
た
。

・どんな音楽が好き　　
童謡・唱歌

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
懐石料理

喜屋武 すま子  議員
きゃん すまこ
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自
分
の
振
り
返
り

の
項
目
も
あ
る
の

で
、今
回
の
提
案
が
良
い
と

言
う
も
の
で
あ
れ
ば
学
校

の
状
況
を
把
握
で
き
る
と

思
う
。教
職
員
の
方
へ
の
聞

き
取
り
は
進
め
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
う
。

て
学
校
全
体
朝
会
で
も
不

適
切
事
案
が
あ
っ
た
。そ
れ

を
見
て
多
く
の
子
ど
も
達

が
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。こ

の
件
で
管
理
者
か
ら
教
育

長
へ
の
自
己
申
告
も
な
い

と
思
う
が
、そ
れ
だ
け
で
な

く
、こ
の
件
で
、一
人
の
教

師
に
そ
の
話
を
し
た
ら「
私

は
見
て
い
な
い
」と
答
え

た
。こ
れ
は
学
校
管
理
者
に

よ
る
※
教
職
員
の
評
価
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
う
。こ
れ
は
大
き
な
問

題
。誰
が
北
中
城
村
の
子
ど

も
達
を
守
る
防
波
堤
に
な

る
の
か
。匿
名
性
を
も
っ
た

形
で
教
職
員
か
ら
意
見
を

聞
き
、学
校
管
理
者
を
し
っ

か
り
客
観
的
に
評
価
す
る

シ
ス
テ
ム
が
な
い
と
い
け

な
い
。特
に
、全
体
朝
会
に

い
た
教
師
ら
か
ら
当
時
の

こ
と
を
改
め
て
聞
く
こ
と

は
可
能
か
。

　全
国
的
に
も
学
校

管
理
者
に
よ
る
不
適

切
事
案
や
不
祥
事
な
ど
が

後
を
絶
た
な
い
。我
が
村
で

も
そ
れ
に
類
い
す
る
事
案

が
あ
っ
た
。学
校
で
大
き
な

問
題
が
あ
っ
た
場
合
に
は
ど

う
い
う
流
れ
で
教
育
長
、村

長
に
情
報
が
行
く
か
。

　
直
接
学
校
の
管
理
者

か
ら
の
情
報
提
供
、保

護
者
、地
域
な
ど
か
ら
の
情

報
が
あ
り
、事
実
確
認
を
進

め
て
村
長
、そ
し
て
教
育
委

員
会
に
報
告
す
る
。

　去
年
、中
学
校
の
管

理
者
に
よ
る
不
適
切

事
案
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
匿

学
校
管
理
者
の
不
祥
事・不
適
切
事
案
へ
の
対
応

教
育
長
　
本
人
か
ら
申
告
が
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

問問
詳細は
動画から
チェック!

　
警
察
と
の
事
情
聴

取
を
終
え
て
お
り
、本

人
の
勝
手
な
解
釈
で
申
告

す
る
必
要
は
な
い
と
判
断

し
、学
校
管
理
者
本
人
か
ら

の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。確
か
に
、管
理
者
本
人
か

ら
の
申
告
が
な
け
れ
ば
、私

た
ち
の
耳
に
届
か
な
か
っ
た

と
い
う
部
分
は
否
め
な
い
と

思
う
。

　学
校
管
理
者
を
評

価
す
る
に
あ
た
っ
て

何
に
基
づ
い
て
評
価
し
て

い
る
か
。

　
年
３
回
の
面
談
の

中
で
自
己
申
告
書
が

あ
り
、目
標
の
達
成
度
含
め

て
様
々
な
資
料
等
を
見
て

助
言
を
し
て
い
る
。

　去
年
質
問
し
た
が
、小

学
校
管
理
者
に
よ
っ

が
あ
っ
て
も
管
理
者
か
ら

情
報
が
な
け
れ
ば
教
育

長
、村
長
は
分
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

名
で
県
教
育
委
員
会
に
情

報
が
寄
せ
ら
れ
、そ
の
後
に

教
育
長
に
情
報
が
入
っ
た
。

で
は
、学
校
で
不
適
切
事
案

答

答答

答

問問

用
語
説
明

※
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は
、教
職
員
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に

あ
た
り
、そ
の
業
績
を
把
握
し
た
上
で
勤
務
成
績
の
評
価
と
定
義
さ

れ
、こ
れ
を
任
用
、給
与
、分
限
そ
の
他
の
人
事
管
理
の
基
礎
と
す
る
も

の
で
、学
校
長
、教
頭
の
学
校
管
理
者
が
行
う
。

喜屋武 功　議員
きゃん いさお

・どんな音楽が好き　　
アンドレア・ボチェッリ、
辻井伸行

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
エメラルドのリブス
テーキ

全国的に多発する学校での不祥事

■
そ
の
他
に
、立
村
80
年
に

向
け
た
取
組
み
は
あ
る
か
、

沖
縄
県
立
芸
大
卒
業・修
了

作
品
展・北
中
城
村
長
賞
の

再
考
に
つ
い
て
、景
観
行
政

に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

に
つ
い
て
も
質
問
を
し
ま

し
た
。
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※
日
米
地
位
協
定

は
、１
９
６
０
年
１
月
、新

日
米
安
全
保
障
条
約
と
と

も
に
調
印
さ
れ
た
。協
定
は

米
軍
が
日
本
に
駐
留
で
き
る

よ
う
に

①
基
地
の
使
用

②
米
軍
の
演
習
や
行
動
範
囲

③
経
費
負
担

④
米
軍
関
係
者
の
身
体
の

　
保
護

⑤
税
制・通
関
上
の
優
遇
措
置

⑥
生
活
な
ど
に
関
す
る
諸

　
権
利

を
保
障
し
て
い
る
。在
日
米

軍
は
、日
米
地
位
協
定
を

根
拠
に
沖
縄
国
際
大
学
に

お
け
る
米
軍
機
の
墜
落
事

故
、東
村
高
江
の
民
有
地

で
沖
縄
国
際
大
学
に
墜
落

し
た
の
と
同
型
の
ヘ
リ
が
不

時
着
、炎
上
し
た
事
故
な
ど

数
多
く
発
生
し
て
い
る
。ま

た
女
性
へ
の
性
暴
力
事
件
等

も
繰
り
返
し
起
き
て
い
る
。

い
る
壁
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板

で
設
置
す
る
も
の
。設
置
す

る
高
さ
が
地
面
か
ら
約
3

メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
設
置

し
た
場
合
25
万
円
、2
階
以

上
の
壁
に
つ
け
る
場
合
ク

レ
ー
ン
を
用
い
て
の
設
置
に

な
る
。併
せ
て
庁
舎
の
構
造

が
強
風
に
当
た
る
た
め
、堅

牢
な
看
板
を
作
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
か
ら
1
0
0
万

円
単
位
の
金
額
が
か
か
る

と
の
こ
と
で
見
積
も
り
自
体

を
徴
し
て
い
な
い
。

　風
雨
に
耐
え
ら
れ

る
看
板
で
あ
っ
て
決

し
て
高
額
な
も
の
を
想
定
し

て
い
な
い
。日
米
地
位
協
定

の
改
定
は
、村
民
が
安
心
で

安
全
な
日
々
が
送
れ
る
平
和

な
社
会
、子
ど
も
た
ち
に
平

和
を
つ
な
げ
る
活
動
を
す
る

こ
と
が
看
板
を
設
置
す
る
目

標
で
あ
る
。看
板
は
思
い

用
語
説
明

※
日
米
地
位
協
定
と
は
、米
軍
に
対
す
る
施
設
・
区
域
の
提
供
手
続

き
、我
が
国
に
い
る
米
軍
や
こ
れ
に
属
す
る
米
軍
人
軍
属（
米
軍
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
軍
人
以
外
の
米
国
人
）、更
に
は
そ
れ
ら
の
家
族

に
関
し
、出
入
国
や
租
税
、刑
事
裁
判
権
や
民
事
請
求
権
な
ど
の
事

項
に
つ
い
て
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
。

問

つ
き
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な

く
、協
定
を
見
直
さ
な
け
れ

ば
沖
縄
が
戦
場
に
な
り
か
ね

な
い
。看
板
の
設
置
は
、い
つ

頃
予
定
し
て
い
る
か
。

　設
置
す
る
看
板
に

よ
っ
て
時
期
が
異
な

る
。次
年
度
予
算
に
計
上
は

可
能
と
思
う
。明
確
な
設

置
時
期
は
答
え
ら
れ
な
い
。

　
日
米
地
位
協
定
の
看
板

の
設
置
に
つ
い
て
幾
度
と

な
く
要
望
し
た
が
未
だ
に

実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。当

局
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

　看
板
設
置
は
、多

額
の
費
用
が
か
か
る

の
で
財
政
状
況
を
鑑
み
な

が
ら
今
あ
る
懸
垂
幕
を

使
っ
て
、５
月
15
日「
沖
縄
本

土
復
帰
」、6
月
23
日「
慰
霊

の
日
」の
節
目
や
記
念
日
に

数
週
間
役
場
第
2
庁
舎
に

設
置
し
て
い
る
。

　
常
設
の
看
板
設
置

に
は
、多
額
の
費
用

が
か
か
る
と
の
答
弁
だ

が
ど
れ
く
ら
い
想
定
し
て

い
る
の
か
。

　一
番
安
価
な
も
の

で
設
置
場
所
が
水
道

課
と
第
2
庁
舎
を
隔
て
て

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答

問

問

垂れ幕から看板設置を求める

日米地位協定改定の看板の設置を
村長　明確な設置時期は答えられない

■
そ
の
他
に
、寝
た
き
り
老

人
等
に
お
む
つ
代
の
一
部
助

成
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ラ
イ
カ
ム
自
治
会
の
発
足
に

つ
い
て
も
質
問
を
し
ま
し
た
。

・どんな音楽が好き　　
童謡・唱歌

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
懐石料理

喜屋武 すま子  議員
きゃん すまこ
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　お
く
や
み
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
と
は
。

　ご
遺
族
の
方
が
、届

け
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
各
種
手
続
き
を

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
式
に
し

て
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

掲
載
し
て
い
る
。住
民
生
活

課
や
関
係
課
窓
口
で
配
布
。

　大
切
な
ご
家
族
が

亡
く
な
っ
た
場
合
の

手
続
き
が
、多
岐
に
わ
た

る
た
め
、ご
遺
族
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
、特

設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

た
だ
け
な
い
か
。

　村
民
か
ら
感
謝
さ

れ
る
窓
口
、そ
う
い
っ

た
こ
と
を
目
標
に
取
組
み
た

い
と
思
う
。

　12
字
地
区
が
特
別

注
視
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　本
村
は
、指
定
区
域

の
指
定
に
あ
た
り
、ど

の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
た

の
か
。

　基
地
負
担
の
懸
念

や
特
別
注
視
区
域
に

つ
い
て
の
住
民
説
明
会
を

設
け
る
よ
う
意
見
を
し
た
。

　内
閣
府
か
ら
の
回

答
は
。

　各
自
治
体
か
ら
の

意
見
を
取
り
ま
と
め

た
結
果
か
ら
、説
明
会
に
つ

い
て
は
、内
閣
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
対
応
し
て

い
る
の
で
、住
民
説
明
会

用
語
説
明

※
重
要
土
地
利
用
規
制
法
と
は
、防
衛
上
重
要
な
施
設
の
周
辺
の
土
地

や
離
島
な
ど
を
定
め
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
国
が
状
況
を
把
握
し
、利
用
に

つ
い
て
規
制
す
る
法
律
で
、所
轄
庁
は
内
閣
府
と
な
り
ま
す
。

問問

の
実
施
は
考
え
て
い
な
い

と
の
事
。　個

人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
。

　適
切
に
対
応
す
る
。

　ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ

の
緑
地
ひ
ろ
ば
も
、特

別
注
視
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。地
方
自
治
体
は
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
り
、安

全
で
安
心
で
き
る
地
域
社
会

を
築
く
た
め
に
、様
々
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
思
う

が
、本
村
の
考
え
は
。

　村
の
半
分
が
特
別

注
視
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。村
民
の
人
権

や
行
動
が
、過
度
に
制
限

さ
れ
な
い
よ
う
に
、引
き
続

き
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　一
般
的
に
、住
民

か
ら
見
た
自
治
体
の

窓
口
の
評
判
は
よ
い
と
言

い
難
い
が
、住
民
の
視
点

に
立
っ
た
改
善
の
取
り
組

み
は
。

　他
の
自
治
体
の
窓

口
で
感
じ
た
、
ス

ピ
ー
ド
感
や
丁
寧
さ
、そ

う
い
う
の
を
庁
議
の
中

で
、住
民
に
対
し
て
丁
寧

な
対
応
を
取
る
よ
う
に
と

い
う
こ
と
は
、職
員
に
は

常
々
伝
え
て
い
る
。住
民

の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
苦
情
な
ど
も
あ
る
。そ

の
場
合
は
職
員
で
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、改
善
に

努
め
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

　本
村
の
土
地
規
制

法
の
指
定
状
況
は
。

詳細は
動画から
チェック!

答答答

答答

答答

答

問

問問

問問

平安山 和美  議員
へんざん 　    かずみ

※
重
要
土
地
利
用
規
制
法

・どんな音楽が好き　　
オールディーズ

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
お寿司

問

「ゆりかごから墓場まで」
手厚くサポート

ご遺族の負担軽減のため
特設コーナーの設置を
村長　村民から感謝される窓口を目標に取り組む
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　全
国
的
に
も
認
可

保
育
園
の
問
題
が
メ

デ
ィ
ア
を
通
し
て
出
て
き
て

い
る
が
、最
近
沖
縄
県
で
も

大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
が
、本
村
の

認
可
保
育
に
対
す
る
考
え
方

を
伺
う
。

　
　
村
内
の
認
可
保
育

施
設
に
つ
い
て
は
、県

の
方
か
ら
施
設
に
関
す
る
施

設
監
査
と
市
町
村
に
お
け
る

給
付
費
を
適
切
に
運
営
し
て

い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
確

認
監
査
と
い
う
※
２
つ
の
機

関
の
監
査
が
入
る
形
と
な
っ

て
い
る
。本
村
は
こ
れ
ま
で

指
摘
事
項
は
あ
っ
た
が
、不

正
に
関
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　こ
の
件
に
つ
い
て

は
度
々
質
問
を
行
っ

て
き
た
。ま
す
ま
す
条
件
が

悪
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。そ
の
点
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
当
初
の
ア
リ
ー
ナ

建
設
計
画
の
時
と
は

周
辺
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、現
在
の
状
況
に
即

し
た
施
設
を
検
討
、計
画
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。交
通

渋
滞
、駐
車
場
、建
設
費
の
高

騰
な
ど
の
諸
課
題
は
あ
る

が
、施
設
内
容
の
見
直
し
な

ど
を
含
め
防
衛
局
と
も
調

整
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

　役
場
か
ら
安
谷
屋

ま
で
の
県
道
は
片
道

一
車
線
に
な
っ
て
い
る
。そ

の
た
め
に
朝
夕
だ
け
で
な
く

交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る

が
如
何
か
。

　
度
々
、交
通
渋
滞
が

発
生
し
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

　喜
舎
場
住
宅
地
は

基
地
の
中
だ
と
思
う

が
今
後
の
流
れ
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
説
明
可
能
か
。

　
喜
舎
場
住
宅
地
に

つ
い
て
は
３２
戸
の
移
設

完
了
後
、返
還
時
期
が
明
示

さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

県
道
81
号
線
の
渋
滞
へ
の
見
解
は

村
長
　
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る高速喜舎場バス停周辺の放置車両

問問

用
語
説
明

※
認
可
保
育
施
設
の
監
査
と
は
、指
導
監
査
に
は「
施
設
監
査
」と「
確
認
指

導
監
査
」の
2
種
類
が
あ
る
。「
施
設
監
査
」は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
て
、職

員
の
配
置
や
面
積
基
準
な
ど
、施
設・事
業
所
の
類
型
に
基
づ
き
行
う
。「
確

認
指
導
監
査
」は
新
制
度
に
基
づ
き
、適
正
な
特
定
教
育
、保
育
の
提
供
、施

設
型
給
付
費
な
ど
の
支
給
に
関
す
る
業
務
の
適
正
な
ど
の
観
点
か
ら
行
わ

れ
る
。

詳細は
動画から
チェック!

　最
近
そ
の
周
辺
の

放
置
車
両
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
そ
れ

は
違
法
で
は
な
い
か
。

　
　
放
置
車
両
に
お
け
る

今
回
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
は
民
法
7
0
9
条（
不
法

行
為
）、あ
る
い
は
刑
法

1
3
0
条（
不
退
去
罪
）違
反

な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。昨

年
の
１２
月
議
会
で
放
置
自
動

車
に
関
す
る
条
例
及
び
規
則

の
全
部
改
正
を
行
い
、今
年

１
月
に
放
置
自
動
車
の
処
分

委
託
に
つ
い
て
沖
縄
県
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合
と

協
定
を
結
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ

る
。８
月
を
目
途
に
撤
去
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

問

答答

答

答

答

問

比嘉 義弘　議員
ひが よしひろ

・どんな音楽が好き　　
演歌、クラシック

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
ステーキ、長崎ちゃん
ぽん

高
速
道
路
の
喜
舎
場
バ

ス
停
周
辺
の
放
置
車
両

ア
リ
ー
ナ
建
設
と
防

災
施
設
の
事
業
計
画

認
可
保
育
園
に
対
す

る
考
え
方
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　お
く
や
み
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
と
は
。

　ご
遺
族
の
方
が
、届

け
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
各
種
手
続
き
を

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
式
に
し

て
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

掲
載
し
て
い
る
。住
民
生
活

課
や
関
係
課
窓
口
で
配
布
。

　大
切
な
ご
家
族
が

亡
く
な
っ
た
場
合
の

手
続
き
が
、多
岐
に
わ
た

る
た
め
、ご
遺
族
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
、特

設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

た
だ
け
な
い
か
。

　村
民
か
ら
感
謝
さ

れ
る
窓
口
、そ
う
い
っ

た
こ
と
を
目
標
に
取
組
み
た

い
と
思
う
。

　12
字
地
区
が
特
別

注
視
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　本
村
は
、指
定
区
域

の
指
定
に
あ
た
り
、ど

の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
た

の
か
。

　基
地
負
担
の
懸
念

や
特
別
注
視
区
域
に

つ
い
て
の
住
民
説
明
会
を

設
け
る
よ
う
意
見
を
し
た
。

　内
閣
府
か
ら
の
回

答
は
。

　各
自
治
体
か
ら
の

意
見
を
取
り
ま
と
め

た
結
果
か
ら
、説
明
会
に
つ

い
て
は
、内
閣
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
対
応
し
て

い
る
の
で
、住
民
説
明
会

用
語
説
明

※
重
要
土
地
利
用
規
制
法
と
は
、防
衛
上
重
要
な
施
設
の
周
辺
の
土
地

や
離
島
な
ど
を
定
め
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
国
が
状
況
を
把
握
し
、利
用
に

つ
い
て
規
制
す
る
法
律
で
、所
轄
庁
は
内
閣
府
と
な
り
ま
す
。

問問

の
実
施
は
考
え
て
い
な
い

と
の
事
。　個

人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
。

　適
切
に
対
応
す
る
。

　ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ

の
緑
地
ひ
ろ
ば
も
、特

別
注
視
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。地
方
自
治
体
は
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
り
、安

全
で
安
心
で
き
る
地
域
社
会

を
築
く
た
め
に
、様
々
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
思
う

が
、本
村
の
考
え
は
。

　村
の
半
分
が
特
別

注
視
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。村
民
の
人
権

や
行
動
が
、過
度
に
制
限

さ
れ
な
い
よ
う
に
、引
き
続

き
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　一
般
的
に
、住
民

か
ら
見
た
自
治
体
の

窓
口
の
評
判
は
よ
い
と
言

い
難
い
が
、住
民
の
視
点

に
立
っ
た
改
善
の
取
り
組

み
は
。

　他
の
自
治
体
の
窓

口
で
感
じ
た
、
ス

ピ
ー
ド
感
や
丁
寧
さ
、そ

う
い
う
の
を
庁
議
の
中

で
、住
民
に
対
し
て
丁
寧

な
対
応
を
取
る
よ
う
に
と

い
う
こ
と
は
、職
員
に
は

常
々
伝
え
て
い
る
。住
民

の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
苦
情
な
ど
も
あ
る
。そ

の
場
合
は
職
員
で
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、改
善
に

努
め
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

　本
村
の
土
地
規
制

法
の
指
定
状
況
は
。

詳細は
動画から
チェック!

答答答

答答

答答

答

問

問問

問問

平安山 和美  議員
へんざん 　    かずみ

※
重
要
土
地
利
用
規
制
法

・どんな音楽が好き　　
オールディーズ

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
お寿司

問

「ゆりかごから墓場まで」
手厚くサポート

ご遺族の負担軽減のため
特設コーナーの設置を
村長　村民から感謝される窓口を目標に取り組む
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配
水
区
域
の
７
箇

所
、こ
の
検
査
箇
所

に
つ
い
て
は
、給
水
栓
の
末

端
付
近
に
な
っ
て
い
る
。供

給
し
て
い
る
水
道
管
の
最

後
で
計
っ
た
数
値
な
の
で

そ
の
ラ
イ
ン
は
全
て
同
じ

数
値
で
あ
る
と
い
う
事
。

　
今
年
度
に
予
定
さ

れ
て
い
る
P
F
A
S

に
対
す
る
県
の
動
き
は
あ

る
か
。　

北
谷
浄
水
場
で
は

高
濃
度
で
P
F
O
S

等
が
検
出
さ
れ
た
比
謝

川
、天
願
川
か
ら
取
水
を
停

止
し
て
い
る
。今
後
は
、高

機
能
活
性
炭
に
よ
る

P
F
O
S
等
の
除
去
効
果

を
踏
ま
え
て
定
期
的
に
更

新
を
行
い
、P
F
O
S
等

の
低
減
を
図
っ
て
い
く
。

　
本
村
で
は
年
４
回
、水

道
水
の
P
F
O
S
等

の
検
査
を
行
い
数
値
を
調

べ
て
い
る
が
、そ
の
検
査

を
す
る
場
所
７
箇
所
の
特

定
箇
所
が
毎
年
同
じ
場
所

で
行
っ
て
い
る
。住
民
の

多
い
地
域
で
も
検
査
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
沖

縄
ラ
イ
カ
ム
南
側
に

位
置
す
る「
イ
オ
ン
モ
ー
ル

南
通
り
東
西
線
」で
す
が
、道

路
標
示
が
ほ
と
ん
ど
消
え

て
お
り
車
線
の
区
別
が
見

極
め
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

ラ
イ
カ
ム
地
域
は
県
内
は

も
と
よ
り
、県
外
・
国
外
の

多
く
の
観
光
客
が
レ
ン
タ

カ
ー
を
利
用
し
行
き
交
う

場
所
に
な
っ
て
い
る
。交
通

ル
ー
ル
の
違
う
国
外
の

方
々
が
利
用
す
る
の
で
あ

れ
ば
道
路
標
示
は
し
っ
か

り
と
示
し
、事
故
の
未
然
防

止
に
努
め
る
べ
き
だ
。３
月

の
定
例
議
会
で
は
来
年
度

実
施
に
向
け
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
と
の
回

道
路
標
示
は
し
っ
か
り
と
示
せ

村
長
　
今
月
中
に
は
修
繕
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み

くっきりと修繕された道路標示

問

用
語
説
明

※
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
P
F
A
S（
通
称
ピ
ー
フ
ァ
ス
）と
は
、主
に
炭

素
と
フ
ッ
素
か
ら
な
る
化
学
物
質
で
、分
類
の
仕
方
に
よ
っ
て
数
が
異

な
る
が
１
万
種
類
以
上
の
物
質
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。P
F
A
S
は

分
解
し
に
く
い
性
質
が
あ
る
た
め
、「
永
遠
の
化
学
物
質
」と
呼
ば
れ
、人

間
の
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
場
合
で
も
、長
く
滞
留
す
る
こ
と
が
研
究

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

詳細は
動画から
チェック!

り
、今
月
中
に
は
完
了
す
る

見
込
み
。

　
本
村
の
水
道
水
は

※
P
F
A
S
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
っ
て
い
る
の
か
。

　
本
村
の
浄
水
は
、北

谷
浄
水
場
及
び
石
川

浄
水
場
か
ら
全
量
受
水
し

供
給
し
て
い
る
。P
F
O
S

等
が
高
濃
度
で
検
出
さ
れ

て
い
る
北
谷
浄
水
場
で
は

活
性
炭
に
よ
る
P
F
O
S

等
の
低
減
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
お
り
、本
村
に
お
い
て

は
令
和
４
年
度
か
ら
年
２

回
の
配
水
区
域
ご
と
に

P
F
O
S
等
の
検
出
検
査

を
実
施
し
注
視
し
て
い
る
。

　
す
で
に
修
繕
工
事

の
手
配
を
し
て
お

答
で
あ
っ
た
が
、い
つ
頃
に

完
了
す
る
の
か
。

問問

答

答

答

答

水
道
水
は
安
全
か

問

比嘉 正志　議員
ひが まさし

・どんな音楽が好き　　
ケニーG

・大切なのは現在or未来
未来

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
結婚披露宴の料理
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本
年
度
学
校
体
育

館
施
設
利
用
料
金
が

値
上
げ
し
た
と
住
民
か
ら

問
合
せ
が
あ
っ
た
。値
上
げ

の
理
由
は
。ま
た
条
例
改
正

が
な
く
問
題
で
は
。

　
使
用
料
は
平
成 

18

年
に
改
正
さ
れ
た
条

例
に
基
づ
い
た
料
金
。昨
年

度
に
条
例
に
反
し
た
料
金
を

徴
収
し
て
い
た
事
が
判
明
し

令
和
７
年
度
か
ら
は
適
正
な

料
金
の
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

　
問
題
が
長
年
放
置
さ

れ
て
い
た
。経
緯
を
調
査

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
経
緯
に
つ
い
て
、過

去
の
担
当
職
員
に
聞
き

取
り
を
行
っ
た
が
原
因
不
明
。

　
本
村
の
給
食
費
が

県
内
市
町
村
で
は
下

位
で
あ
る
。最
近
値
上
げ
を

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
栄
養

価
の
面
に
つ
い
て
疑
問
で

健
全
な
発
達
に
大
変
危
惧

し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
小
中

学
校
で
３
０
０
円
の
値

上
げ
を
行
っ
た
。※
学
校
給
食

共
同
調
理
場
運
営
委
員
会

で
段
階
的
に
引
き
上
げ
を
行

う
事
は
承
認
済
。今
後
値
上

げ
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

　
物
価
高
騰
交
付
金

で
令
和
５
年
度
、６
年

度
は
4
0
0
万
円
か
ら

5
0
0
万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。今
年
度
は

2
，5
0
0
万
円
に
上
が
っ

て
い
る
が
説
明
を
求
め
る
。

用
語
説
明

※
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
会
と
は
、教
育
長
を
委
員
長
と

し
、各
校
の
校
長
等
や
父
母
教
師
会
の
代
表
及
び
栄
養
士
ら
で
構
成
さ

れ
る
。給
食
調
理
場
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、給
食
の
内
容
及
び

配
給
に
関
す
る
事
や
、給
食
費
の
算
定
、徴
収
に
関
す
る
事
な
ど
が
審

議
さ
れ
る
。

問

　
近
隣
市
町
村
の
平

均
額
と
の
差
額
が
大

分
上
昇
し
て
き
て
い
る
。さ

ら
に
米
の
売
渡
価
格
も
約 

50
％
上
昇
、他
に
も
値
上
げ

が
多
く
あ
り
現
在
の
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
給
食
費
無
償
化
は

村
長
の
公
約
。令
和
7

年
度
の
保
護
者
負
担
、物
価

高
騰
臨
時
交
付
金
か
ら
の

補
助
、合
計
約
４
，０
０
０

万
円
が
無
償
化
に
は
必
要
。

今
後
の
取
組
は
。

　
村
の
財
政
状
況
は

大
変
で
あ
る
。物
価
高

騰
は
落
ち
着
く
と
み
て
い
る
。

行
革
等
も
含
め
様
々
な
引

締
め
を
行
い
費
用
を
捻
出

し
て
い
く
。

　
我
々
に
は
守
る
べ

き
ル
ー
ル
が
あ
る
。規

範
意
識
の
低
下
で
は
。

　
当
然
守
ら
な
い
と
い

け
な
い
。今
回
は
大
変

申
し
訳
な
く
遺
憾
に
思
う
。

　
沖
縄
市
の
使
用
料

は
照
明
料
金
の
み
。学

校
施
設
に
つ
い
て
は
経
費

節
減
も
行
わ
れ
て
い
る
。村

民
が
使
い
や
す
い
使
用
料

の
徴
収
の
考
え
は
。

　
照
明
代
金
、維
持
費

等
も
含
め
検
討
し
た
い
。

　
体
育
館
開
放
の
目
的

が
社
会
体
育
の
普
及
で

あ
る
が
、現
在
の
使
用
状
況

は
健
康
づ
く
り
で
の
活
用
が

見
ら
れ
る
。本
村
の
課
題
で

も
あ
る
健
康
保
健
事
業
に
も

関
わ
る
所
で
は
な
い
の
か
。

　
健
康
長
寿
を
村
は

掲
げ
て
い
る
。健
康
と

社
会
体
育
の
推
進
も
行
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

詳細は
動画から
チェック!

答答

答

答 答

答問答

答問 問

問

問問

問

村民も使用可能な
島袋小学校体育館

村民が使いやすい使用料徴収の考えは
村長　照明代金、維持費等も含め検討したい

・どんな音楽が好き　　
70～80年代歌謡曲

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
シャインマスカット

学
校
給
食
の
栄
養
価
は

上間 堅治　議員
うえま 　  けんじ
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本
年
度
学
校
体
育

館
施
設
利
用
料
金
が

値
上
げ
し
た
と
住
民
か
ら

問
合
せ
が
あ
っ
た
。値
上
げ

の
理
由
は
。ま
た
条
例
改
正

が
な
く
問
題
で
は
。

　
使
用
料
は
平
成 

18

年
に
改
正
さ
れ
た
条

例
に
基
づ
い
た
料
金
。昨
年

度
に
条
例
に
反
し
た
料
金
を

徴
収
し
て
い
た
事
が
判
明
し

令
和
７
年
度
か
ら
は
適
正
な

料
金
の
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

　
問
題
が
長
年
放
置
さ

れ
て
い
た
。経
緯
を
調
査

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
経
緯
に
つ
い
て
、過

去
の
担
当
職
員
に
聞
き

取
り
を
行
っ
た
が
原
因
不
明
。

　
本
村
の
給
食
費
が

県
内
市
町
村
で
は
下

位
で
あ
る
。最
近
値
上
げ
を

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
栄
養

価
の
面
に
つ
い
て
疑
問
で

健
全
な
発
達
に
大
変
危
惧

し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
小
中

学
校
で
３
０
０
円
の
値

上
げ
を
行
っ
た
。※
学
校
給
食

共
同
調
理
場
運
営
委
員
会

で
段
階
的
に
引
き
上
げ
を
行

う
事
は
承
認
済
。今
後
値
上

げ
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

　
物
価
高
騰
交
付
金

で
令
和
５
年
度
、６
年

度
は
4
0
0
万
円
か
ら

5
0
0
万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。今
年
度
は

2
，5
0
0
万
円
に
上
が
っ

て
い
る
が
説
明
を
求
め
る
。

用
語
説
明

※
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
会
と
は
、教
育
長
を
委
員
長
と

し
、各
校
の
校
長
等
や
父
母
教
師
会
の
代
表
及
び
栄
養
士
ら
で
構
成
さ

れ
る
。給
食
調
理
場
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、給
食
の
内
容
及
び

配
給
に
関
す
る
事
や
、給
食
費
の
算
定
、徴
収
に
関
す
る
事
な
ど
が
審

議
さ
れ
る
。

問

　
近
隣
市
町
村
の
平

均
額
と
の
差
額
が
大

分
上
昇
し
て
き
て
い
る
。さ

ら
に
米
の
売
渡
価
格
も
約 

50
％
上
昇
、他
に
も
値
上
げ

が
多
く
あ
り
現
在
の
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
給
食
費
無
償
化
は

村
長
の
公
約
。令
和
7

年
度
の
保
護
者
負
担
、物
価

高
騰
臨
時
交
付
金
か
ら
の

補
助
、合
計
約
４
，０
０
０

万
円
が
無
償
化
に
は
必
要
。

今
後
の
取
組
は
。

　
村
の
財
政
状
況
は

大
変
で
あ
る
。物
価
高

騰
は
落
ち
着
く
と
み
て
い
る
。

行
革
等
も
含
め
様
々
な
引

締
め
を
行
い
費
用
を
捻
出

し
て
い
く
。

　
我
々
に
は
守
る
べ

き
ル
ー
ル
が
あ
る
。規

範
意
識
の
低
下
で
は
。

　
当
然
守
ら
な
い
と
い

け
な
い
。今
回
は
大
変

申
し
訳
な
く
遺
憾
に
思
う
。

　
沖
縄
市
の
使
用
料

は
照
明
料
金
の
み
。学

校
施
設
に
つ
い
て
は
経
費

節
減
も
行
わ
れ
て
い
る
。村

民
が
使
い
や
す
い
使
用
料

の
徴
収
の
考
え
は
。

　
照
明
代
金
、維
持
費

等
も
含
め
検
討
し
た
い
。

　
体
育
館
開
放
の
目
的

が
社
会
体
育
の
普
及
で

あ
る
が
、現
在
の
使
用
状
況

は
健
康
づ
く
り
で
の
活
用
が

見
ら
れ
る
。本
村
の
課
題
で

も
あ
る
健
康
保
健
事
業
に
も

関
わ
る
所
で
は
な
い
の
か
。

　
健
康
長
寿
を
村
は

掲
げ
て
い
る
。健
康
と

社
会
体
育
の
推
進
も
行
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

詳細は
動画から
チェック!

答答

答

答 答

答問答

答問 問

問

問問

問

村民も使用可能な
島袋小学校体育館

村民が使いやすい使用料徴収の考えは
村長　照明代金、維持費等も含め検討したい

・どんな音楽が好き　　
70～80年代歌謡曲

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
シャインマスカット

学
校
給
食
の
栄
養
価
は

上間 堅治　議員
うえま 　  けんじ
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平和継承

用
語
説
明

※
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
と
は
、１
９
８
４
年
に
広
島
県
府
中

町
で
設
立
さ
れ
た
。全
国
の
３
０
０
を
超
え
る
自
治
体
に
よ
り
組
織
さ

れ
、核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
世
界
中
の
自
治
体
に
呼
び

掛
け
て
い
る
。

詳細は
動画から
チェック!

・どんな音楽が好き　　
ナツメロ

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
夕張メロン

山田 晴憲　議員
やまだ はるのり

　ハ
ワ
イ
移
民
1
2
5

周
年
の
節
目
の
年
、ハ

ワ
イ
北
中
城
村
人
会
と
の
交

流
に
係
る
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
新
し
く
ハ
ワ
イ
と
の

交
流
に
つ
い
て
、今
模

索
し
て
い
る
所
で
ハ
ワ
イ
移

民
１
２
５
周
年
イ
ベ
ン
ト
へ

参
加
予
定
、ハ
ワ
イ
村
人
会
の

皆
さ
ん
と
お
会
い
し
て
話
合

い
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　中
高
生
の
海
外
短

期
留
学
事
業
に
つ
い

て
、ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な
っ

て
諸
外
国
の
留
学
生
の
受
け

入
れ
が
入
国
規
制
と
、留
学

に
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ

ハ
ワ
イ
北
中
城
村
人
会
と
の
交
流
を

村
長
　
ハ
ワ
イ
移
民
１
２
５
周
年
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
予
定

問問 答

て
い
る
と
大
変
危
惧
し
て
い

る
。

　
特
に
そ
の
よ
う
な

事
象
に
よ
る
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　昨
年
12
月
1
日
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
の
皆

さ
ん
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
。那
覇
市
で
開
催

さ
れ
た
※
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
総
会
で
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
の
件
に
つ
い

て
、何
か
共
有
す
る
事
案
等

の
話
し
が
あ
っ
た
か
。

　
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
に

触
れ
な
が
ら
核
兵
器
の
な
い

世
界
へ
の
実
現
が
議
決
さ
れ

た
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、広
島

市
長
、長
崎
市
長
、那
覇
市
長

3
名
が
登
壇
、非
核
宣
言
自

治
体
の
務
め
と
し
て
、平
和

の
実
相
を
若
い
世
代
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

と
、次
の
世
代
に
平
和
運

動
と
沖
縄
戦
の
実
相
を

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く

事
が
話
さ
れ
た
。

　サ
ン
リ
オ
創
業
者

の
辻
信
太
郎
さ
ん

は
、ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の
生
み

の
親
、企
業
理
念
の「
み
ん

な 

な
か
よ
く
」と
い
う
思

い
か
ら
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を

使
っ
て
団
体
等
と
積
極
的

に
コ
ラ
ボ
し
て
、「
み
ん
な 

な
か
よ
く
」平
和
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
と
尽

力
さ
れ
て
い
る
。平
和
と
い

う
思
い
か
ら
色
々
と
検
討

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

　
平
和
活
動
等
で
他

の
団
体
と
の
コ
ラ
ボ

に
つ
い
て
、我
々
の
趣
旨
、平

問

和
理
念
に
叶
っ
て
い
る
大
変

有
意
義
な
も
の
と
考
え
る
。

　平
和
継
承
の
取
組

み
と
い
う
こ
と
で
、各

字
で
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。今
後
、村
の
合
同
慰

霊
祭
を
行
う
こ
と
を
検
討

で
き
な
い
か
。

　
各
自
治
会
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
、村
の

合
同
慰
霊
祭
は
検
討
し
て
い

な
い
。

答

問答

答答 問
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昨
今
物
価
高
騰
が

続
く
中
、※
全
国
的
に

貧
相
な
給
食
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
。本
村
の
給
食
に
お

い
て
は
２
０
１
８
年
、県
の

発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
取
る

な
ど
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
職

員
や
栄
養
士
の
努
力
に
よ
り

評
判
の
高
い
給
食
が
提
供
さ

れ
て
い
る
中
で
、昨
年
度
の

献
立
表
の
栄
養
基
準
を
み
る

と
、カ
ロ
リ
ー
が
足
り
て
い

な
い
が
。　

国
が
定
め
た
基
準

の
中
に
は
、個
々
の
健

康
及
び
生
活
、地
域
の
実
情

等
に
十
分
配
慮
し
弾
力
的
に

運
用
す
る
事
と
あ
り
、全
国

的
な
体
格
差
も
あ
る
の
で
充

足
率
の
低
下
イ
コ
ー
ル
給
食

の
質
と
量
の
低
下
で
は
な
い

と
考
え
る
。

　
県
よ
り
栄
養
士
を

派
遣
。調
理
場
で
献
立

や
調
理
の
指
導
を
行
い
、給

食
の
時
間
に
は
配
膳
や
時
間

を
み
な
が
ら
食
育
指
導
も

行
っ
て
い
る
。

　
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
、県
内
で
本
村

の
給
食
費
は
下
位
。１
日
１

人
分
当
た
り
中
学
生
2
4
0

円
、小
学
生
2
1
0
円
。牛
乳

の
価
格
が
８０
円
、米
の
賃
金

が
４８
％
値
上
が
り
し
、牛
乳

と
米
で
半
分
以
上
か
か
る
が
。

　
村
の
４
分
の
３
補
助

以
外
に
給
食
の
質
を
落

と
さ
な
い
よ
う
補
正
予
算
で

材
料
費
に
上
乗
せ
し
て
い
る
。

　
本
村
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
費
用
が
足

り
な
い
分
を
職
員
の
手
作
り

や
努
力
で
賄
っ
て
い
る
。そ

用
語
説
明

※
全
国
的
に
貧
相
な
学
校
給
食
と
は
、２
０
２
５
年
２
月
、九
州
沖
縄
６

県
で
小
中
学
校
給
食
の
１
食
平
均
カ
ロ
リ
ー
が
国
の
基
準
を
下
回
る
値

で
提
供
さ
れ
て
い
た
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。沖
縄
は
最
低
の
５
３
６

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。ま
た
、福
岡
市
の
学
校
給
食
を
め
ぐ
り
、今
年
４
月
に

小
学
校
で
提
供
さ
れ
た
お
か
ず
が
唐
揚
げ
１
個
の
献
立
写
真
が
S
N
S

で
拡
散
さ
れ
、全
国
的
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

問

の
中
で
、職
員
減
の
内
容
は
。

　
以
前
の
幼
稚
園
だ
っ

た
分
の
日
々
雇
用
を
減

額
し
て
い
る
。人
数
が
減
っ
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
給
食
費
無
償
化
は

保
護
者
に
と
っ
て
は

喜
ば
し
い
が
い
つ
に
な
る
の

か
。適
切
な
給
食
費・材
料
費・

カ
ロ
リ
ー
の
確
保・提
供
を
し

て
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
繋

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
が
。

　
今
財
政
が
大
変
厳

し
い
。見
通
し
が
つ
く

ま
で
待
ち
、保
護
者
の
負
担

軽
減
に
繋
げ
た
い
。

　
村
長
は
ど
う
考
え

る
か
。

　
カ
ロ
リ
ー
が
足
り
て

い
な
い
こ
と
は
大
変
問

題
。教
育
委
員
会
と
話
し

合
っ
て
改
善
策
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

　
給
食
の
量
が
足
り

な
い
声
や
残
渣
も
あ
る

と
い
う
声
も
あ
る
。私
の
調

査
で
は
、好
き
嫌
い
が
あ
る
。

ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
配
缶
や
配

膳
が
遅
く
、食
べ
る
時
間
が

無
い
。担
任
の
食
に
対
す
る

考
え
方
の
違
い
も
あ
る
。各

家
庭
で
も
食
べ
る
量
や
食
に

対
す
る
価
値
観
の
違
い
も
原

因
か
と
思
う
。各
学
校
へ
給

食
を
食
べ
て
も
ら
う
協
力
依

頼
は
ど
う
か
。

詳細は
動画から
チェック!

答答

答

答

答

答

問

問

問 問

■
そ
の
他
に
、役
場
の
組
織

体
制
と
人
事
、村
処
遇
改
善

事
業
と
看
護
師
配
置
事
業

の
継
続
に
つ
い
て
も
質
問

を
し
ま
し
た
。

学校給食の栄養価の現状は
村長　カロリー不足は大変問題

・どんな音楽が好き　　
J-POP

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
ステーキ

川上 龍太　議員
かわかみ  りょうた

県で最優秀賞を取った給食
①アーサの彩りパスタ
②アーサスコーン
③コールスロー（ドラゴンドレッシング）

問
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平和継承

用
語
説
明

※
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
と
は
、１
９
８
４
年
に
広
島
県
府
中

町
で
設
立
さ
れ
た
。全
国
の
３
０
０
を
超
え
る
自
治
体
に
よ
り
組
織
さ

れ
、核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
世
界
中
の
自
治
体
に
呼
び

掛
け
て
い
る
。

詳細は
動画から
チェック!

・どんな音楽が好き　　
ナツメロ

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
夕張メロン

山田 晴憲　議員
やまだ はるのり

　ハ
ワ
イ
移
民
1
2
5

周
年
の
節
目
の
年
、ハ

ワ
イ
北
中
城
村
人
会
と
の
交

流
に
係
る
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
新
し
く
ハ
ワ
イ
と
の

交
流
に
つ
い
て
、今
模

索
し
て
い
る
所
で
ハ
ワ
イ
移

民
１
２
５
周
年
イ
ベ
ン
ト
へ

参
加
予
定
、ハ
ワ
イ
村
人
会
の

皆
さ
ん
と
お
会
い
し
て
話
合

い
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　中
高
生
の
海
外
短

期
留
学
事
業
に
つ
い

て
、ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な
っ

て
諸
外
国
の
留
学
生
の
受
け

入
れ
が
入
国
規
制
と
、留
学

に
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ

ハ
ワ
イ
北
中
城
村
人
会
と
の
交
流
を

村
長
　
ハ
ワ
イ
移
民
１
２
５
周
年
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
予
定

問問 答

て
い
る
と
大
変
危
惧
し
て
い

る
。

　
特
に
そ
の
よ
う
な

事
象
に
よ
る
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　昨
年
12
月
1
日
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
の
皆

さ
ん
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
。那
覇
市
で
開
催

さ
れ
た
※
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
総
会
で
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
の
件
に
つ
い

て
、何
か
共
有
す
る
事
案
等

の
話
し
が
あ
っ
た
か
。

　
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
に

触
れ
な
が
ら
核
兵
器
の
な
い

世
界
へ
の
実
現
が
議
決
さ
れ

た
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、広
島

市
長
、長
崎
市
長
、那
覇
市
長

3
名
が
登
壇
、非
核
宣
言
自

治
体
の
務
め
と
し
て
、平
和

の
実
相
を
若
い
世
代
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

と
、次
の
世
代
に
平
和
運

動
と
沖
縄
戦
の
実
相
を

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く

事
が
話
さ
れ
た
。

　サ
ン
リ
オ
創
業
者

の
辻
信
太
郎
さ
ん

は
、ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の
生
み

の
親
、企
業
理
念
の「
み
ん

な 

な
か
よ
く
」と
い
う
思

い
か
ら
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を

使
っ
て
団
体
等
と
積
極
的

に
コ
ラ
ボ
し
て
、「
み
ん
な 

な
か
よ
く
」平
和
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
と
尽

力
さ
れ
て
い
る
。平
和
と
い

う
思
い
か
ら
色
々
と
検
討

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

　
平
和
活
動
等
で
他

の
団
体
と
の
コ
ラ
ボ

に
つ
い
て
、我
々
の
趣
旨
、平

問

和
理
念
に
叶
っ
て
い
る
大
変

有
意
義
な
も
の
と
考
え
る
。

　平
和
継
承
の
取
組

み
と
い
う
こ
と
で
、各

字
で
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。今
後
、村
の
合
同
慰

霊
祭
を
行
う
こ
と
を
検
討

で
き
な
い
か
。

　
各
自
治
会
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
、村
の

合
同
慰
霊
祭
は
検
討
し
て
い

な
い
。

答

問答

答答 問
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昨
今
物
価
高
騰
が

続
く
中
、※
全
国
的
に

貧
相
な
給
食
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
。本
村
の
給
食
に
お

い
て
は
２
０
１
８
年
、県
の

発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
取
る

な
ど
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
職

員
や
栄
養
士
の
努
力
に
よ
り

評
判
の
高
い
給
食
が
提
供
さ

れ
て
い
る
中
で
、昨
年
度
の

献
立
表
の
栄
養
基
準
を
み
る

と
、カ
ロ
リ
ー
が
足
り
て
い

な
い
が
。　

国
が
定
め
た
基
準

の
中
に
は
、個
々
の
健

康
及
び
生
活
、地
域
の
実
情

等
に
十
分
配
慮
し
弾
力
的
に

運
用
す
る
事
と
あ
り
、全
国

的
な
体
格
差
も
あ
る
の
で
充

足
率
の
低
下
イ
コ
ー
ル
給
食

の
質
と
量
の
低
下
で
は
な
い

と
考
え
る
。

　
県
よ
り
栄
養
士
を

派
遣
。調
理
場
で
献
立

や
調
理
の
指
導
を
行
い
、給

食
の
時
間
に
は
配
膳
や
時
間

を
み
な
が
ら
食
育
指
導
も

行
っ
て
い
る
。

　
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
、県
内
で
本
村

の
給
食
費
は
下
位
。１
日
１

人
分
当
た
り
中
学
生
2
4
0

円
、小
学
生
2
1
0
円
。牛
乳

の
価
格
が
８０
円
、米
の
賃
金

が
４８
％
値
上
が
り
し
、牛
乳

と
米
で
半
分
以
上
か
か
る
が
。

　
村
の
４
分
の
３
補
助

以
外
に
給
食
の
質
を
落

と
さ
な
い
よ
う
補
正
予
算
で

材
料
費
に
上
乗
せ
し
て
い
る
。

　
本
村
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
費
用
が
足

り
な
い
分
を
職
員
の
手
作
り

や
努
力
で
賄
っ
て
い
る
。そ

用
語
説
明

※
全
国
的
に
貧
相
な
学
校
給
食
と
は
、２
０
２
５
年
２
月
、九
州
沖
縄
６

県
で
小
中
学
校
給
食
の
１
食
平
均
カ
ロ
リ
ー
が
国
の
基
準
を
下
回
る
値

で
提
供
さ
れ
て
い
た
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。沖
縄
は
最
低
の
５
３
６

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。ま
た
、福
岡
市
の
学
校
給
食
を
め
ぐ
り
、今
年
４
月
に

小
学
校
で
提
供
さ
れ
た
お
か
ず
が
唐
揚
げ
１
個
の
献
立
写
真
が
S
N
S

で
拡
散
さ
れ
、全
国
的
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

問

の
中
で
、職
員
減
の
内
容
は
。

　
以
前
の
幼
稚
園
だ
っ

た
分
の
日
々
雇
用
を
減

額
し
て
い
る
。人
数
が
減
っ
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
給
食
費
無
償
化
は

保
護
者
に
と
っ
て
は

喜
ば
し
い
が
い
つ
に
な
る
の

か
。適
切
な
給
食
費・材
料
費・

カ
ロ
リ
ー
の
確
保・提
供
を
し

て
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
繋

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
が
。

　
今
財
政
が
大
変
厳

し
い
。見
通
し
が
つ
く

ま
で
待
ち
、保
護
者
の
負
担

軽
減
に
繋
げ
た
い
。

　
村
長
は
ど
う
考
え

る
か
。

　
カ
ロ
リ
ー
が
足
り
て

い
な
い
こ
と
は
大
変
問

題
。教
育
委
員
会
と
話
し

合
っ
て
改
善
策
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

　
給
食
の
量
が
足
り

な
い
声
や
残
渣
も
あ
る

と
い
う
声
も
あ
る
。私
の
調

査
で
は
、好
き
嫌
い
が
あ
る
。

ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
配
缶
や
配

膳
が
遅
く
、食
べ
る
時
間
が

無
い
。担
任
の
食
に
対
す
る

考
え
方
の
違
い
も
あ
る
。各

家
庭
で
も
食
べ
る
量
や
食
に

対
す
る
価
値
観
の
違
い
も
原

因
か
と
思
う
。各
学
校
へ
給

食
を
食
べ
て
も
ら
う
協
力
依

頼
は
ど
う
か
。

詳細は
動画から
チェック!

答答

答

答

答

答

問

問

問 問

■
そ
の
他
に
、役
場
の
組
織

体
制
と
人
事
、村
処
遇
改
善

事
業
と
看
護
師
配
置
事
業

の
継
続
に
つ
い
て
も
質
問

を
し
ま
し
た
。

学校給食の栄養価の現状は
村長　カロリー不足は大変問題

・どんな音楽が好き　　
J-POP

・大切なのは現在or未来
現在

・ご馳走で思い浮かぶも
の　　　　　　　　　
ステーキ

川上 龍太　議員
かわかみ  りょうた

県で最優秀賞を取った給食
①アーサの彩りパスタ
②アーサスコーン
③コールスロー（ドラゴンドレッシング）

問
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議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員

比
嘉 

正
志

　
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。

前
号（
第
1
1
3
号
）か
ら

議
会
広
報
紙
の
名
前
が「
北

中
城
村
議
会
だ
よ
り
」か

ら「
北
中
城
村
み
ん
な
で

会
議
み
ん
な
の
議
会
」に

変
わ
っ
て
い
ま
す
。私
達
、

編
集
委
員
が
関
わ
っ
て
か

ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、よ
り
多
く
の
村
民
の

皆
様
に
手
に
取
っ
て
見
て

も
ら
え
る
よ
う
に
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。

　
表
紙
の
雰
囲
気
を
変
え

て
み
た
り
、文
字
を
大
き

く
見
や
す
く
し
た
り
、と

う
と
う
名
前
ま
で
変
え

ち
ゃ
い
ま
し
た
。（
笑
っ
）

　「
議
会
だ
よ
り
」っ
て

お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
で
す

か
？

　
議
員
さ
ん
っ
て
話
し

づ
ら
い
感
じ
で
す
か
？

　
編
集
会
議
で
は
村
民

の
皆
様
に
、よ
り
政
治
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
議
会
広
報
紙
を

通
し
て
議
員
個
々
の
趣
味
嗜
好
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ

ま
で
以
上
に
村
民
の
声
を
聴
い
て
住

民
参
加
型
の
紙
面
づ
く
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、手
に
取
っ
て
見
て
み
た

ら
い
〜
さ
ぁ
〜
！

編集
後記見てみたらい～さぁ～！

　北中城村渡口や安谷屋で農業をしている城間ミゲルさん。南
米ペルー出身で沖縄県系３世。子どもの頃から祖父や父の手伝
いで農業に携わり、ペルーの農業大学に進学。その後、岐阜県に
移住後、７年前に祖父の地元である沖縄へ家族と移住してきた。
祖父も沖縄にいる頃、北中城村渡口で農業をやっていてペルー
に渡り、ブルーベリーブランデーのピスコを製造した。
　今の時期は主にオクラ、ゴーヤー、少しヘチマも栽培。秋頃は、
ゴーヤー、ズッキーニ、小松菜、ジャガイモを栽培している。新た
にハウスを建てて、パッションフルーツも栽培予定。地産地消で
以前、北中城村学校給食調理場にゴーヤー、小松菜、ズッキーニ
を提供した実績もある。
　沖縄は南米と違い、毎年天候が変わり、今年は猛暑、昨年は井
戸水が減少、２年前は大雨。また、渡口の畑は耕作放棄地が多く
心配だと話す。
　将来は、パッションフルーツからブランデーやワインを作れないか模索中。また、カカオとコーヒーの
栽培も試したい。北中城村の特産品として、パッションワインやチョコレートを作れたらと笑顔でインタ
ビューに応えてくれた。

　「危」と文字が書かれたこの板を見かけたことがあるでしょうか。
「テックス板」「誘殺板」といい、植物質の繊維で作られたこの板には雄
のミカンコミバエを誘因するメチルオイゲノールという物質とダイアイ
ノンという殺虫剤が染み込んでおり、この板をなめることでミカンコミ
バエの雄を駆除し繁殖を抑える仕組みになっています。
　復帰前の沖縄では果樹類全般に虫がいる状況でしたが、本土復帰の

特別な事業としてミバエ防除事業がスタートし、１９８６年にはミカンコミバエが根絶されまし
た。しかし発生を抑えるために今でも定期的に設置しています。北中城村でも「ミバエ防除事
業」として毎年取組まれております。

さん農家
ハイサイ！わった～島の

城間ミゲルさん
グスクマ

オクラ収穫中のミゲルさん

この板の正体わかりますか？ナニコレ？

※農薬が染み込んでいるので素手で触るのは危険です。
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